
2006年 1月号

地質ニュース617号，57 ―70頁，2006年1月
Chishitsu News no.617, p.57 ―70, January, 2006

1．世紀末

1887年7月，ベンジャミン・スミス・ライマン（1835－
1920）は，第二次ペンシルベニア地質調査に参加する
ため，ノースハンプトンからフィラデルフィアへ移った．
彼が51歳の時である．ノースハンプトンにある赤れん
がの家を人に貸し，翌年の暮れ，ローカストストリート
708番地に仮の居を構えた．便利で気楽な暮らしが
始まるが，この質素な住まいで，よもや33年近くを過
ごすとは，思っていなかったであろう．

1890年から1899年までのアメリカ社会史は，激動
の十年として語られている．金ピカ時代が終わり，ヨ
ーロッパから移民が押し寄せ，労働市場が溢れると，
あちこちに組合運動，ストライキ，デモ，労働争議等が
起こり，1893年に恐慌，5年後に米西戦争（1898年ア
メリカとスペインの間で行われた）と，数々の激しい変
動が続き，ライマンの生活にも多かれ少なかれ影響し
たようである．個人的には，病のために，伯父ピータ
ー・レスリーのペンシルベニア地質調査所長辞任，石
炭埋蔵地の購入，Toku（中嶋徳松）の失踪等の出来
事が数えられるが，なんと言っても，炭鉱経営の失敗
は，大打撃であったに違いない．しかし，ライマンが
悠然として事実を受け止め，ひるまず一歩ずつ前進
して行ったところに，筆者は彼の真価を発見したよう
な気がする．

2．ローカストストリート708番地

佐川栄次郎は「ライマン氏を憶ふ」（佐川, 1921）で，
明治44年（1911）春，ライマンを訪問した思い出を語
り，「Franklin Square小公園の一隅なる，低き赤煉瓦
三階の粗末なる長家」とローカストストリートの住居を
描写している．公園はWashington Squareの間違い

である．ライマンが住み移ってから約25年の歳月が経
っていた．当然，佐川の目には，古色蒼然な家に映
ったのであろう．

19世紀末のローカストストリートには，まだ昔日の瀟
洒な面影が残っていた．ワシントン スクエアのすぐ側
に三階建ての煉瓦家が並び，ライマンはその一棟の
二階に住み，階下はすべて英国領事館オフィスと領
事の住宅で占められていた．ベスン・マッカーテーへ
の1897年6月24日の手紙で，ライマンは，ビクトリア女
王即位50年記念日の際，領事が彼の許可をえて，二
階までデコレーションやイルミネイションでビルを飾っ
て祝ったと書いている．当時のローカスト ストリート
の雰囲気が感じられる．

筆者は，佐川栄次郎の訪問から約85年後の1996
年の夏，ローカストストリートを訪れた．三階建ての粗
末な煉瓦の家は跡形もなかったが，思いがけなく至
る処でライマンの姿を彷彿する経験をした．

ワシントン スクエアを西南へ横切るとビル街に出
た．歴史を語る古い建物が並び，間もなくして，ベン
ジャミン・フランクリンの印刷機発明によって次々に開
花した印刷，出版会社の群れであることに気が付い
た．ビルは未だ偉観を失わず，費

ひ

府
ふ

と日本人に親しま
れたフィラデルフィアの全盛期の名残をとどめていた．
ライマンの数多い著作や蔵書の大部分がフィラデルフ
ィアで出版されていることが納得できる．彼がこの通
りを歩いたのだと思うと，全身に感動が湧いた．更に
先へ行くと，専門図書館，博物館，教会等の文化街
に変わり，やがて独立宣言を行った独立記念館へ着
く．現在は，フィラデルフィア史跡ツアーの一つ，ワシ
ントン スクエア（第1, 2図）から独立記念館までの徒
歩コースとして，印刷出版の歴史愛好者たちに評判が
良い．ライマンの老年期と晩年は物質的に恵まれな
かったが，このすばらしい環境の下，彼がどんなに心
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第3図　日本人クラブ会員の写真．中央にライマン，一番
左上が中嶋徳松（マサチューセッツ大学図書館所
蔵）．

第1図　ワシントンスクエアの銘板．

豊かな生活を送ったかをはかり知ることができた．
ローカスト ストリートの家の内部を知るために，筆

者は，あちこちからの資料を組み合わせて想像してみ
た．赤煉瓦の三階建ての家の二階に上がり，ドアを開
けると，すぐライマンの事務所で，隣の狭い部屋が彼
の寝室である．そして，天長節や新年に日本人留学生
と祝杯をあげた広い部屋が奥にあり，計三室からな
っている．

19世紀末の日本人留学生のアメリカ生活は，貧困
と苦難の明け暮れだった．アメリカの庶民は，日本の
存在すら知らず，東洋人全般を見下げるような人々
が多かったし，言葉のハンデ，文化の大差，大陸気候
の厳しさ，人種への強い偏見等数えれば切りがなか
った．

ライマンの家は，彼らにとって別天地であったに違
いない．日本の書画骨董が並ぶ部屋で，日本語で気
楽に，母国の四季，食べ物，草花，祭りなどの思い出
話に花を咲かせるひと時は，留学生にとってどんな
に楽しかったであろう．それにもまして，彼らが感激し
たのは，ライマン先生の日本と日本人を愛する心であ
ったと思う．ライマンには，日本人への偏見が一かけ
らもなかった．まさしく不安，悩み，心痛を癒してくれ
る憩いの場所であった．1894年1月，留学生16人が
ライマン先生を囲んで写真（第3図）を撮り，感謝のし
るしとして寄贈している．

しかし1898年の夏，日本クラブが再組織されること
になった．やがて会員制になり，毎月の寄付は25セ
ントと変わらないが，高い会費を納める公式的なクラ
ブが誕生した．その折りに，新会員から100ドル以上
を集め，笠置艦の進水式を祝い，銀杯を贈った．ライ

マンは納得できず，以前日本クラブの中心人物で，ペ
ンシルベニア大学の哲学博士号を取って帰国した誠
実な杉浦貞二郎へ「このような変化に歩調を合わせ
る気になれない．完全なアメリカ化とは言えないが，
近代文化を身に付け始めた日本の若者たちは変わっ
てしまった」と訴えている．ライマンのブドウ酒一杯に
喜んだ勤勉，素朴で，つつましかった日本留学生を懐
かしみ，変化を認めながらも受け入れることができな
かったのだと思う．

第2図　ワシントンスクエアの公園内．
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当時，フィラデルフィアは，造船業の全盛期であっ
た．日清戦争で勝利を博した日本は将来に備え海軍
を強化するため，アメリカと英国の造船所に軍艦を注
文した．富国強兵のスローガンの下，日本は世界の強
国に列しようと躍進して行く．

3．フィラデルフィアの日本人

約30年の時の流れのなかで，二階への階段を上が
って，ローカスト ストリート708番地のライマンの事務
所兼住まいを訪れた人々の数は限りなく，千差万別
であった．移った当初は，第二次ペンシルベニア地
質調査に関係する人，地図や目録作りを手伝う通い
の若者，スクイルキルの調査地からやってくる調査員
でにぎわった．時には，伯父J.P. レスリーの姿も見ら
れたであろう．

Tokuが1890年にペンシルベニア大学に入学する
と，日本人留学生の訪問が目立ち，数年後には，ビジ
ネス，技術関係の日本人訪問客の行き来が激しくなっ
た．その中から，留学生の梶原長八郎，松本君平，は
かない人生を終えた松尾トキワ達，また当時珍しい
日本人放浪者を選び，海外明治人の姿を描いてみた
い．

梶原長八郎

梶原長八郎（第4図）は会津若松城下に生まれ，ラ
イマンの助手であった伯父山際永吾と同じく，実直，
誠実，謙虚，温情に秀でた会津人気質を持っていた
人である．

梶原は明治21年（1888）11月27日，朝9時30分，前
日ノースハンプトンの家を訪れた折入手したライマン
のフィラデルフィアのアドレスをしっかり握って，ひょっ
こりローカスト ストリートのライマンの家に現れた．ラ
イマンは，話しているうちに，彼が7年間アメリカに滞
在する計画で，来夏に日本から送金が始まるまで何
か仕事があればと希望しているのを知り，早速自分
がやっている日本関係の仕事を手伝ってもらうことに
した．翌年，Tokuが最後のハイスクールの夏休みを
ライマンと一緒に過ごすためフィラデルフィアにやって
きた頃には，梶原は地質調査の助手として，毎日6時
間半働いていた．彼は，Tokuに標本ラベルを貼って
分ける仕事を教え，日本人訪問者の面倒，市内の案
内，更にライマンが刀剣に凝りだすと，取り扱いや鑑

第4図　梶原長八郎（佐治健治郎蔵）．

定，日本文化の紹介にもたずさわった．ライマンの
1890年初期の日記にMr. Kajiwaraの名が度々出てく
る．彼はライマンの欠くべからざる助手であり，信頼
する友であった．明治24年（1891）梶原は，牧師にな
るためニュージャージー州にあるプリンストン大学で
神学を学ぶ決意をし，フィラデルフィアを去った．

ライマンは，成人してから教会に通わず，無神論者
として知られている．Tokuがブルアー姉妹の影響で
熱心なユニテリアン教徒（キリスト教プロテスタントの
一派）となり，彼の牧師がTokuを日本へ宣教師として
送ったらとライマンに相談した時，Tokuがまだ未熟な
年なので判断ができないことを理由に，きっぱり断っ
ている．また貧困を極めた安達仁造が宣教師の勧誘
に心が動いた時も，反対意見を述べた．

彼が生まれ育ったノースハンプトンの人々が，1792
年，カルビン派（キリスト教プロテスタントの一派）の
世界的な大宗教家ジョナサン・エドワーズを追放した
話は有名である．“我々は怒りの神の御手にある”と
神の権利を絶対にし，個人の自由意志を否定する教
義を，知性に富み，教養深いノースハンプトンの彼ら
は，受け入れることができなかった．1892年ライマン
の祖父母の支持で，キリストの倫理道徳を重んじるユ
ニテリアン協会がノースハンプトンに設立された．現
在も毎年ヒロシマ原爆の日にその協会で平和の祈り
が捧げられている．

梶原長八郎は，会津戦争で会津藩の一方の隊長で
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あった父を失い，時に僅か3歳．落城後朝敵の汚名
を背負って，会津人と共に筆舌に尽しがたい艱難辛
苦をした．彼は，悲惨な境遇にある会津人たちを一
時も忘れなかったのではないだろうか．アメリカにや
ってきて約3年間熟考した結果，彼らを救うため，牧
師の道を選んだと思えてならない．安易な宗教に厳
しかったライマンは，梶原の高邁な心，強い決意，そ
して仁愛に胸を打たれ，諸手をあげて賛成し，彼の
第二の人生の門出を祝ったに違いない．明治30年

（l897）梶原長八郎は，約9年間にわたるアメリカ滞在
に終止符を打ち，6月の末，立派な長老教会牧師とし
て故郷会津へ帰った．後々までライマンは，彼が大変
心のやさしい人であったことを，人々に語っている．

梶原長八郎は，明治31年（1898）若松城落城の30
年後から明治38年（1905）まで，会津若松日本キリス
ト教会講義所で伝道．明治34年（1894）仙台の東北
学院に招かれて神学部教授，また理事となり，昭和2
年（1927）没するまで36年間キリスト教伝道と教育に
力を注いだ．即ち東北学院2代目シュネーダー院長を
支えて，学院の興隆時代（1901－1930年，学院百年
史）に貢献すると共に，同志社系の会津若松組合教
会（同志社創立者新島襄の夫人八重子は，白虎隊の
少年達に操銃を教え，会津籠城の苦しめをなめた女
丈夫）と友情を深め，会津キリスト教伝道に協力して
尽力するなど，東北キリスト教史に大きな足跡を残し
た．（注1）

松本君平

ライマンは，1890年8月3l日，ローカストストリートの
家へ新渡戸稲造，寺島誠一郎，津田梅子，串田萬
蔵，岩崎久弥等，フィラデルフィアの日本人を招いた．
次に紹介する松本君平の名はリストに見られない．

彼は，1893年，ペンシルベニア大学に一年間留学
中，日本人クラブに出席し，ライマンの立派な人格に
感じ入り，終生文通した人である．翌年，ロード アイ
ランド州にあるアイビーリーグ名門校ブラウン大学に
戻り，修士号を得て帰国した．ライマンは遠江（静岡）
出身の松本の都会人にみられない気骨を好み，ひと

かどの人物，興味ある人間と注目した．当時彼は，
Julius Kumpei Matsumotoと名乗っていた．ジュリア
スシーザの伝記を訳し，明治24年（1891）“英雄経”
の題名で出版し，日本ではすでに文筆家として知られ
ていたようである．

1896年に，松本君平が自由党機関誌「東京新聞」
の編集長，雑誌「大日本」の編集員として日本で活躍
しているニュースをライマンは受け取った．更に翌
1987年，彼は伊藤博文の秘書として，ビクトリア女王
即位50周年記念式典に出席する途中，アメリカに立
ち寄っている．驚くべき飛躍的な出世である．伊藤
よりも1週間長く留まり，ワシントンでジョン・シャーマ
ン国務長官や議員たちに会い，当時問題となってい
たハワイ合併論に関する伊藤の平和的意見を伝え
た．彼は寸時の暇をみて，ローカスト ストリートを訪
れ，ライマンと再会した．伊藤博文の立憲政友会の誕
生，日清戦争，日英同盟，日露戦争，ハルビンでの伊
藤の非業の死，大正時代のスタート，第一次世界大戦
と日本の近代国家の歩みを目撃した彼は，再び最後
の飛躍を成している．

ライマンは，死去する3年前の1917年（大正6）に松
本から長い手紙を受け取った．松本がフィラデルフィ
アを去って以来，23年の長い歳月が過ぎても，深く心
に刻まれた思い出では鮮やかであり，数日前も数は
少なくなったが，フィラデルフィア時代の仲間と集まり，
彼の音頭でライマンの健康を祝し乾杯をしたと書い
ている．

ライマンは，松本が7年前に政治から退き，4年前
に野に下り，今やアジア青年宗教協会を設立して，世
界宗教の統一を目指して，朝鮮，支那，蒙古，シャム，
インドを飛び歩いていることを知った．残りの人生を
アジアに捧げようとする情熱は，フィラデルフィア時代
に新しい日本憲法を訳してくれた意気軒昂であった
Julius Kumpei Matsumotoとなんら変わってはいな
いと，ライマンは往年を回顧し懐かしがったであろう．

松尾トキワ

近くに石炭と石油の大産地を有するフィラデルフィ
アは，1800年，首府をワシントンに譲ったが，1890年
代に大工業都市となった．並列する煉瓦街と林立す
る煙突の眺めは壮観であったが，歴然と繁栄と貧困
の表裏が存在していた．大気汚染による弊害は顕著
で，不健康な環境のため胸を病む人が多く，ジフテリ

注1 帰国後の梶原長八郎（佐治氏の叔母佐治塩子の父）
の歴史は，佐治健治郎氏の執筆．なお佐治氏は中
学2年から兵役につくまで，仙台梶原氏の屋敷内で
佐治秀松・塩子夫妻に育てられた．
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第5図　松尾トキワからライマンへの手紙の一部．
（フィラデルフィア自然科学院図書館蔵）

ア，コレラ等の疫病が流行すると，恐怖の市と変じ
た．日本人は異国の厳しい生活に順応できず，客死
する人が少なくなかった．

松尾トキワは，ボールドウィン機関車工場で働きな
がら，ペンシルベニア大学へ通っていた．また松本君
平が発行する「The Greater Japan」の編集者兼代理
人でもあった．ライマンは，独創的で聡明，やる気
満々の彼に目をかけていたようである．1898年の夏
にはいよいよ卒業で，明るい将来が待っていたが，
突然，年の始めに松尾は大学病院に入院することに
なった．ライマンは，暇をみては彼を見舞い，励まし，
力となっていたが，彼のブライト病（腎臓炎の一種）は
一進一退であった．ライマンが受け取った彼の3月21
日の手紙（第5図）を読むと，淀み無い英語ですらす
らと書かれた文章から，苦しい立場にありながら，彼
の素直さ，思慮深さ，しかも冷静さが感じ取られる．
しかし，凛とした中にも心細さが潜在することも否定
できない．大要を書いてみる．

お見舞いに来て下さった時は充分にお話ししま
せんでしたが，この手紙で，何故私がこの病院を出
たいのか，はっきり説明いたします．病院での看護
婦達の振る舞いはさほど気にしていません．憂慮

しているのは，病院の費用なのです．入院した時，
毎日1ドル払う事に同意しました．これは，共同病
室の規定料金です．私は3，4ヶ月で回復すると思
い，契約書にサインしました．1月の末，ミスター コ
ンバースから，親切に私を長老教会病院へ世話を
しようとの話がありました．当時は，だんだん良く
なってきていましたし，ここのドクターペッパーや掛
かり付けのお医者さんたちが大変よくしてくださる
ので，病院を出るのは賢明でないと思いました．さ
らに，もうすぐ元気になると思い，ミスターコンバー
スの寛大な申し出をお断りしたのです．それから2
ヶ月余り過ぎ，入院してから3ヶ月以上経ちました
が，何時回復するか未だ判りません．もし数ヶ月ほ
どなら，ここにいたいのですが，長引くのならば，
資力がなく費用を払う当てがありません．この問題
を，是非解決したいと切望しています．寛大な方
の親切を利用するつもりはありませんが，今は，ミ
スター コンバースの親切を受けたいと思うのです
が・・・是非あなたのアドバイスをいただきたいと
思います．

4月に，ライマンとドクター ペッパーの話し合いで，
入院費が無料になって一段落して安心したのも束の
間，5月6日松尾トキワは死去した．ライマンがその夜
遅くなってフィラデルフィアに戻ると，松尾が午後死去
したとの杉浦の通知が待っていた．またその側に，松
尾が大変衰弱しているので，病院に来てくれないか
と書いたドクターエジソンの電報が置かれ，届いた時
刻が1時15分とあった．ライマンは，留守をしていて
松尾の死際に会えなかった無念を長い間忘れること
が出来なかったようである．

日本人放浪者

ライマンが妹メリーへ書いた1897年11月21日の手
紙の中のローカスト ストリートの家に現れた日本人放
浪者に関するエピソードは，なかなか興味深い．鉄道
全盛時代の放浪者は白人と決まっていた．珍しい話
であり，また，ライマンを始めとして，フィラデルフィア
の温かな人々の行動が印象的であった．

木曜の晩，協会の集まりがなかったので，隣
のミセス ヘンリーに下宿している日本の友達を
久しぶりに訪ね，7時20分に帰宅するや，ドアの
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ベルが2回鳴りました．ドアを開けると，ポリスマ
ン，若いアメリカ人と日本人の若者が立っていま
した．瞬間フィラデルフィアで初めての日本人浮
浪者だと思いました．若いアメリカ人は，私立慈
善診療所の助手で，ここからさほど遠くないスラ
ム街の家を訪れていたところ，日本人放浪者と
会い身ぐるみをはがされてはと，彼の身の危険
を心配し手助けを申し出たのです．

ポリスマンの受け持ちが私の地域の近くだっ
たので，私のアドレスを確認しました．放浪者は，
覚えあるきちんとした筆跡で書かれた紙を2枚持
っていて，1枚は，13番と15番ストリートの市街
電車の車掌に，歴史協会の建物が立っている13
番ストリートとローカストの角（第6図）で彼を下
ろすように，もう1枚には，私の名とおおよその
アドレスが書いてありました．

放浪者は，サンドイッチ諸島（ハワイ諸島の旧
名）の砂糖きび園で6ヶ月働いていましたが，そ
こに留まっていても，成功しそうにも無いと思い，
水夫になり，3ヶ月航海して，ニューヨークにやっ
てきました．1ヶ月経っても仕事が見つからず，
今度は，サンフランシスコへ行きたいと無銭旅行
を企て，汽車，多分貨物列車でフィラデルフィア
に来たのでしょう．彼は，ポリスマンに何処かに
日本人がいないかと尋ね，2つのアドレスを手に
したのです．私は，ミセス ヘンリーのところへ一
行を連れて行き，下宿人の二人の日本人と相談
しました．彼らがどうしたらよいかわからず，途
方にくれていると，ポリスマンは遂にしびれを切
らし，放浪者を一晩だけ警察署へ連れていき，

明朝，日本人二人が7時から8時までの間に引き
取りに来ることを提案しました．彼らは，その夜
のトラブルが一時だけでも解決できたことを喜
び，明日は明日でうまくゆくだろうと安心している
様子でした．

彼らが，再びこの事件にかかわりたくないの
ではと疑っていたので，翌朝，7時40分にミセス
ヘンリーの下宿へ行くと，まだ二人が起きていな
いことがわかりました．事情を話すと，厳つい風
貌にもかかわらず，心のやさしい彼女は，放浪
者に簡易ベッドを提供し，1，2日寄食させてもよ
いと言いました．更に，彼女のレストランで働い
ている黒人に充分満足していないので，場合に
よっては，雇ってもよいと主張しました．

私が急いで警察署へ行くと，善良なポリスマ
ンが，放免手続きをしていました．放浪者は，錠
なしの独房で本を読んでいたのでよく見ると，日
本語の英語学習本でした．彼は，少ししか英語
がわかりません．恐らく地方か，農家出の若者
でしょう．

ミセス ヘンリーの台所で，彼女が並べた朝食
をむさぼる放浪者を残して帰宅しましたが，再
びどうしているか様子を見に行きました．彼女
は，11時頃，日本人二人が何事もなかったよう
な顔で現れたので，あわれな同国人への義務に
ついて説教したそうです．しかし，彼らはここで
は仕事が全くないとみて，ニューヨークへ送り返
そうと考えました．私は，彼らの場合と違い，肉
体労働の仕事ならいくらでもあると力説しまし
た．

夜になって，またミセス ヘンリーを訪れると，
彼女は放浪者を雇う計画をし，最初に，彼に是
非公衆浴場へ行くよう強調したことを話してくれ
ました．しかし日本人が正午に彼に汽車の切符
を与え，ニューヨークに戻すプランを実行したの
です．これでエピソードは終わりです．

彼女は，話し終わると，私の背後にあった大
きなリンゴとぶどうに気付き，声を高めてそれら
を指しながら，少し家へ持って帰るようすすめ
ました．私が彼女のため労をとったことに感謝
を示したかったのです．

過去14年間，クリスマスに，7番ストリートとス
プルース街の間にあるカソリックの孤児院の子

第6図　現在のフィアデルフィア市13番ストリートとローカ
ストの角．建物はペンシルベニア歴史協会．
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第7図　Shippen and Wetherill Tractの表紙．

供達を彼女の家に招き，喜びを分かち合う事が
彼女の唯一の楽しみであると，それとなく話して
くれたことがあります．最初の日本人の下宿人，
ミスター梶原（長八郎）が軽い病気をした時も，
とても親切に世話しました．始めはとっつきにく
くみえますが，本当に温かな心を持った人です．

珍しくライマンの人柄がにじみ出る手紙に出合っ
た．生き生きとしたライマンの像である．

4．Shippen and Wetherill Tract

ベンジャミン・スミス・ライマンの心を奪ったシッペ
ン アンド ウェザリル石炭埋蔵地（以後S & W tractと
記す；第7図）は，彼が20代の頃から親しんでいたペ
ンシルベニア州東部の無煙炭地帯にあった．

ライマンの助手賀田貞一が，1882年から1883年に
かけて約6ヶ月間，第一次ペンシルベニア地質調査に
従事した地域である．手記『米国地質測量記事』で，
彼は「ペンシルバニア州ノ如キハ西部ニ瀝青煤ノ産
地アリ其東部ニハ世界無比トモ云フベキ無煙煤ノ潤
大煤田アリ...」（賀田, 1884）と書いている．雄大なア
パラチヤ山脈，広大な渓谷地域の南に位置し，当時，

フィラデルフィアから発する長距離鉄道がすでに敷設
されていた．青年期から頻繁にこの鉄道を利用して
いたライマンは，沿線の炭鉱地区はもちろん各駅にお
ける石炭の積み込み状態，関連会社の所在，運営，
実情等を熟知していたのは当然であろう．

1892年4月に，ライマンはオプション（選択売買権）
を取得し，数回地質調査を共にしたA. D. W. スミス
や，調査所の若い助手たちとS & W tractの調査を開
始した．この石炭埋蔵地に関心を持った人々は少な
くはなかった．過去に試みられたケンタッキーバンク
炭鉱とよばれたマンモス炭層の鉱区には，未だ放棄
された旧坑の残骸が所々にみられた．

翌1893年，ライマン著『Shippen and Wetherill
Tract』が出版された．36ページのパンフレットに過ぎ
ないが，彼らしい綿密にして簡潔な説明書である．S
& W tractの位置，地質，炭層，採掘可能な石炭の概
要，採掘と積み出しを記述し，地図と断面図を加え
た小册は，一目瞭然，一息に読むことができる．

例えば約208エーカーのS & W tractの土地につい
て，次のような説明がある．「...地域は肉切り大包丁型
を成し，長柄は北東，南東にある巾広い刃は南西に
向き，柄の長さ900ヤード，巾600ヤードで，西へ次第
に狭くなり，全長1マイル4分の1」と描写しいて，素人
にも判りやすい．

筆者は，本文の末尾のマンモス無煙炭層上の礫岩
に関する小文に特に注目した．鉱山技師協会会報か
ら引用された文であるが，スクイルキルバレー（盆地）
集会，リーディング，10月，1893と記しているところか
ら，市の集会で講演した草稿であろうかと思われる．
先ず最初に，この地方で長い間信じられていた“礫岩
の下には，石炭は存在せず”の言い伝えを否定し，調
査の結果，S & W tractにあるマンモス炭層は，礫岩
の下に埋まっているにもかかわらず，多くの良質石炭
を埋蔵していることを力説した．ドイツのフライブルグ
王立鉱山学校とパリ国立鉱山学校で学んだライマン
の自信のほどが感じられる．1859年，伯父J. P. レス
リーがペンシルベニア大学に鉱山学講座を開いて以
来，調査に従事する若者たちは鉱山地質学を身につ
け，炭田の成因に関し充分な知識を持っていたに違
いない．
「Shippen and Wetherill Tract」出版の数ヶ月前，

ライマンは資金調達を始めた．1892年の10月と12月
に，伯父エドワードH. R. ライマンから5分の利率で千



副　見　恭　子― 64 ―

地質ニュース 617号

第8図　現在のノースハンプトンにあるThe Academy of
Music．

ドルずつ借り，以後3年続けて1895年1月までに，同
率の利子で総計1万500ドルを借用している．伯父ラ
イマンは，ニューヨークに住み，主に絹と茶の輸入で
成功して富を築いた．故郷ノースハンプトンの町の中
心部に劇場The Academy of Music（第8図）を建て，
彼の生まれ育った土地の文化振興に大いに貢献した
富豪家として知られている．1891年5月に，劇場の落
成コンサートが，ボストンオーケストラとスミス大学音楽
部を中心に行われた．世紀の名優エレンテリー，バリ
モア三姉兄弟，バレンチノ等の演劇ロードショー，バ
レー，音楽と華やかな興行が20世紀初頭まで続い
た．現在は，主に欧米の名画を上映しているが，過去
に黒沢明の名画も紹介されている．優雅な建物は，
市の誇る文化財の一つである．

1893年3月，アマースト セイビングズ銀行から年利
5分，支払いは1月と7月年2回の条件で1万1千ドル
を借り（第9図），いよいよS & W tract入手の段取り
ができた．彼は，せいぜい20年ですべてを清算でき
ると自信を持っていたようである．

これより早く，1891年の春，妹メリーに自分に代わ
って5歳年上のジェームスへしばらく送金して欲しい
と依頼している．彼の兄はハーバード大学法科を卒
業し，保険会社に勤めていたが，独仏の語学に堪能
な学者肌で，彼に適した法律関係の専門誌の仕事を
始め，生活費の一部は遺産やライマンからの送金で
暮らしていた．ライマンはメリーに，伯父レスリーの申
し出た給料6千ドルを断り，やっと衣食住を維持でき
る報酬を受け取っていたことを説明した．州の仕事
と伯父との縁故関係を考慮し，高額の給料を辞退し
たのは，ライマンの持つヤンキー良心と云えよう．

『Shippen and Wetherill Tract』の本文の後に，
「我々は，シッペンウェザリルの土地のオプションを有
し，間もなく購入を予定．この土地の経営，リース，ま
た，購入したい人は，直接，我々に連絡されたし．ベ
ンジスミスライマン A. D. W. スミス フィラデルフィ
ア 1月18日 1893年」と広告を掲げ，彼らの炭鉱事
業の準備が完了した．

それから1ヶ月足らずで，史上で有名なPanics of
1893（1893年の恐慌）が起った．しかもライマンの地
元にあるフィラデルフィア リーディング鉄道の破産が発
端となり，多数の銀行，会社が次から次へと倒産し
た．やがて，燎原の火の如く全米に広がった恐慌は，
1897年まで続いた．

その年の最大の痛手は，伯父レスリーの一進一退
していた持病の鬱病が，再起不能と宣告されたこと
であろう．彼はペンシルベニア州地質学の父と呼ば
れた．毎回，彼が州に提出する調査費用の予算案が，
州議員の絶大な支持で，常に難なく通過すると云わ
れた伝説があり，皆に慕われ尊敬されていた．今回
の調査報告は，彼の20年間の調査大要と科学一般
論を加える厖大な企画であった．しかし，この大仕事
が71歳の彼には余りにも負担となり，遂に挫折を招
いた．

ライマンは1895年地質所副長を辞し，ローカスト街
に事務所を開いた．秋には，ジョン・R. ネイソンがS &
W tractを賃借した．なぜ広告を出してから，約2年近
くかかったのだろうか．恐慌，資金難以外に，何か原
因があったのではなかろうか．探し求めている中，偶
然に一つの資料に巡り会った．

1894年6月14日に，ライマン，スミス，ヒルがサインし

第9図　アマースト セイビングズ銀行の借用書．（フィラデ
ルフィア自然科学院図書館蔵）
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たS & W tractに関する一枚の非公式の契約書の中
に，6月15日から10月15日までの4ヶ月間，ヒルに対し
てS & W tractのオプションを与え，彼が徹底的に30
日間炭田の調査，検査をすることに同意し，S & W
tractの半分の利権5万ドルの中，2万ドルをヒルが10
月15日に支払い，残金は，後日リースと共に決定する
と書かれた部分があり，これが鍵ではないかと思え
た．

ヒルと云えば，1884年，ライマンの助手安達仁造
がペンシルベニア地質調査現場で大変苦労した時，
助けの手を延ばした唯一の人であった話を思い出
す．彼は，チャールス・アシュバーナの死後，地質調
査主任の地位を受け継いだ．地下炭鉱地図を作成さ
せれば完璧で，誰も伍する人なしと云われた．

この契約書の結果を語る資料は入手できなかった
が，現場で鍛え，豊かな経験を持ち且つ慎重な彼の
実力と人柄を考慮し，1895年にペンシルベニアから，
バージニア州の工業都市ロアノークに移転していた事
実とを組み合わせると，ヒルのS & W tractの評価が
如何であったか想像できるのではないだろうか．

S & W tractに興味を持った人々がいても，投資や
リースまでに至らず，ライマンは，ウェザリルやアマー
ストセイビングズ銀行の次の利子を支払うのにどう工
面しょうかと，頭を痛めた．それ故か，伯父ライマン，
彼の息子フランクの反対にもかかわらず，使用料，賃
貸料を払い，一ヶ月で立ち退く条件を承知した個人
経営者ジョン・R. ネイソンにS & W tractのリースを与
えたのだと思う．

年が明け，1896年，妹メリー，従姉妹ブルアー，大
鳥圭介，日本の助手たちに，ライマンは，“私の小さい
炭鉱”の夢をしばしば語った．夏が過ぎる頃から，良
質の石炭が産出され，鉄道で送り出されるようにな
り，ネイソンの予測月4百万トンから7百万トン出荷可
能で好景気が予想されるように見えた．しかしライマ
ンは，資金不足，利子支払い滞納で，フランクへの借
金が益々増えていった．11月に，ノースハンプトンの
持ち家の一軒を，スミス大学に約11万ドルで手放し
た．

翌年，寒い1，2月は，採掘が遅々として進まず，そ
の上ネイソンの病気，資本不足で石炭産出が低下し，
悪化状態が続いたが，ライマンは希望を失わず，4月1
日のハンナへの手紙で，ネイソンの予測を期待し，炭
鉱事業の成果は多年を要することを語り，理解を求

めている．
5月末，ネイソンがS & W tractのリースを売却した

いと申し出た．そして，12月に息子サミュエルに炭鉱
を任せて，突如，故郷スコットランドへ帰ってしまっ
た．

過去2年間，返金，利子支払いに追われ，フランク
から2千ドル，メリーから千ドルと借り，その場しのぎ
の月日を過ごした．

1898年3月，ノースハンプトン税務署から2百ドル25
セント，スミス大学から赤煉瓦の家の利子2百ドル75
セントを至急払えと云われ，ライマンは，伯父ライマン
か，息子フランクに借金を懇請するほかなく，フランク
宛に手紙を書いた．その3月27日付けの手紙を追う
ように2日後，彼は，再びフランクへ下記の手紙を送
った．短い手紙であるが，筆者は読み終わると心の
高ぶりを覚えた．

昨日出した私の手紙の返事は，もう心配なさら
ないように，急ぎ書いています．日本の助手た
ちから思いがけないほど過大な新年の贈り物を
もらいました．これで急場をすっかり切り抜けら
れます．彼らは，私がお金の必要に迫られてい
ることに，全く感づいていません．気づいてい
たと想像するのは至難です．贈り物は，まさに
時宜を得て届きました．もう心配ありません．

妹メリーは，ライマンの良き理解者で，彼への経済
的援助を惜しまず，彼が語る助手たち，その家族，日
本文化等に興味を持った19世紀の知性ある女性だっ
たと云えよう．彼女への長い手紙は日頃の前文の挨
拶を抜きにし，『事実は小説より奇なり』で始まり，ラ
イマンの欣喜，感激，奇跡，希望を語り，誓いで終わ
っている．
『17日の晩，ミスター シッペンへ払う利子を同封し

た手紙を投函しました．翌朝，ノースハンプトンの税
務署から，昨日までに税金2百ドル75セントを払わな
ければ，法律手段を取るという，思いもかけない断固
たる要求書が送られてきました．それで，大学（スミス
大学）に払う2百75ドルの利子を工面する望みがなく
なりました．最後の手段として4日前に，やむなく2件
の求める額だけフランクか，伯父ライマンに借りようと
頼むことにしましたが，フランクが留守なのか，まだ返
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事がありません．それで一昨日の昼に，税務署に処分
をしばらく待ってくれるよう如何に書こうかと考慮し
ていた時，郵便配達人が書留を届けてくれました．2
月20日付けのミスター安達（安達仁造）からの手紙で，
12人の助手たちの新年の贈り物，千ドルの為替が同
封されていました』また『私達は，今でもあなたから受
けたご恩を衷心より感謝しています．私達一同申し
分なく暮らしています．』と述べた変わりない助手たち
の真心に，ライマンは驚喜し感動した．『安達の手紙
で，私がお金の工面で苦しんでいることを暗示する言
葉は全くありません．彼に書いた最後の手紙は，去年
の8月です．彼らが知ったとは，絶対に想像できませ
ん』，タイミングの奇跡を体験した彼は，真に，感に堪
えなかった．

ライマンは，万感の思いで，繰り返し読んだであろ
う．無神論者と云われた彼は，“運命を支配する子”
と兄を呼んだメリーならばよくわかってくれるであろう
と，助手たちの贈り物を“特別な神意の出現”と表現
した．突然，目の前に現れた奇跡は，ライマンに新し
い希望と意力を与えた．たとえ，ずっと炭鉱が売れ
ず，リースができず，地質の仕事がなくとも，どうにか
やっていける自信が彼に生まれた．そしてメリーに，S
& W tractの改善，生産の増加に努め，過信せず，慎
重に仕事を続けることを誓った．

この年の4月，米西戦争が起こり，年内に終わって
いる．世紀末1899年が明けると，20日に伯父エドワー
ド・ライマンが肺炎で死去した．そして3月13日に兄ジ
ェームスが急死し，4月23日フランクの母が亡くなっ
た．以後ビジネスの手腕家フランクの支援を受け，
1917年までS & W tractを所有していた記録が残され
ている．

5．TOKU（中嶋徳松）の失踪

Tokuの失踪の原因を究明するには，先ず，中嶋徳
松（第10図）の生い立ちを書かなければならない．ア
メリカでTokuと呼ばれた彼の短い人生は，ドラマで
始まりドラマで終わったと云えよう．

彼は，明治5年（1872）6月4日江戸で生まれた．ラ
イマンが来日した1年前で，東京横浜間に鉄道が開通
し，文明開化の機運が高まってきた頃である．コック
秋葉幸太郎が几帳面に毎日記録した家計簿の明治10
年5月31日に『別当　竹次郎給金 うまのかいば 13

第10図　中嶋徳松．

円50銭』と初めて出てくるように，彼の父中嶋竹次郎
は，ライマンの別当であった．

明治9年（1876年）12月に，ライマンは芝大門浄運
寺から麹町平河町5丁目17番地に移転した．転居先
は元旗本の屋敷で，約1エーカー（約4,000m2）の敷地
に三軒長屋が付属し，一軒に助手の島田純一と賀田
貞一夫妻，隣に門番と娘，そして馬屋が付いた一軒
に別当（馬の世話をする人）竹次郎と家族が住んで
いた．

家計簿にある『厩
べっ

奴
とう

小供　こいのぼり いわい 3
日 1円』は，当時5歳のTokuに鯉のぼりを買ってや
り，皆で一緒に端午の節句を祝ったのであろう．皆で
揃って新年を迎えたり，団子坂の菊人形を見に行っ
たりと，ライマンは，このような家庭的な雰囲気を大い
に楽しんだようである．

また，彼は，平河町の家に住む人々や通いの人た
ちの啓蒙に力を注いだ．ライマン家は，代 “々独立自
尊”の気風を尊び，男女共に幼時より教養を身につ
けるように教え育てた．祖母の時代に，女性たちが順
番で歴史，詩，小説，哲学等々の本を朗読し，縫い
物をしながら皆で聞き入った話が伝えられている．

『清書半紙　4帖　8銭，別当　亀吉小供　3人分
墨筆　10銭5厘，賀田細君　筆墨7銭4厘，もと む
め さわ 浅吉　4人の筆　4銭5厘，手習い半紙
一締め 1円30銭・・・』とこの家計簿の学費欄を見
ていると，賀田貞一夫人，コック幸太郎，下男浅吉や
亀吉，人力車引き，そしてTokuを含む子供たちが平
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河町屋敷の母屋に集まり，得所先生の下で，彼らが
書道に励む姿が，筆者の眼前に浮かぶ．

Tokuに関する日本の資料は，殆ど皆無と云ってよ
い．縦約19センチ，横7センチの古びた紙片に「Suru-
gadai Kitakoogai Machi No.1 Hosokawa Junjiro..（数
字不明）Nakajima Takejiro (Bettoo) 21 Dec. 1880」
と書いたライマンの走り書きを見つけた時は，家計
簿と異なり筆者の想像が強くかき立てられた．12月
21日火曜日は，正午に工部省のトップクラスの役人に
送られて，ライマンが新橋駅から横浜へ出発してい
る．最も忙しい朝であったに違いない．誰が竹次郎
の新しい住所を伝えたのであろうか．この紙切れに
竹次郎が願うTokuの将来と幸福が秘められていた
と思う．Tokuをライマンに預けることはすでに決まっ
ていたものの，その慌ただしい朝，再びTokuを頼む
と念を押したのであろうか．明治初頭に竹次郎の身
分で，子供をアメリカへ留学させたいと願うことは，
全く異例であると見てよい．

ライマンは，和紙で作られた野帳を，時 日々記代わ
りにした．いよいよ荷造りで忙しくなった明治13年

（1880）5月16日から1881年5月19日ノースハンプトン
に帰郷し，イタリア語と中国語の学習に戻った22日ま
での記録を，野帳L167にぎっしり書いている．ほん
の4ページの短い旅行記である．その中に，離日する
12月22日，助手達，コックと“the boy”が東京丸まで
ライマンを送ったと記している．Boyが誰であるか長
い間想像できなかった．このBoyこそ父親の新しい
雇い主と住所を伝えたTokuであったのではないか
と思う．

Tokuは，ライマンの「日本油田之地質及ビ地形図」
の完成を手伝うためアメリカへ行く助手賀田に伴っ
て，1882年2月14日に横浜を出帆し，太平洋を渡り，
海上16日半でサンフランシスコに着いた．次いで，セ
ントラル太平洋鉄道及びユニオン太平洋鉄道に乗っ
て，大陸横断の長い旅を続けた．ニューヨークで一泊
した後，ボストン路線で目的地ノースハンプトンに3月
16日の日暮れに到着している．約一ヶ月の旅である．
Tokuの目に新天地アメリカは，如何に映ったか想像
し難い．ただただ賀田を見失しまいと努力するのが
精一杯であったのではないだろうか．この年の1月20
日に故国の地を10年ぶりで踏んだ津田梅子が満8歳
で岩倉使節団と同行してアメリカにやってきた年令と
ほぼ同じで，Tokuは9歳10ヶ月であった．

第11図　ノートブックの表紙のToku（中嶋徳松）の筆跡
（マッサチュセッツ大学図書館蔵）．

彼は到着して一週間余りで，ノースハンプトンの小
学校に通い始めた．ライマン家の使用人ではあるが，
隣に住むライマンの従姉妹ハンナとファニーブルアー
が，家庭的な面倒をみて可愛がった．Tokuが我が身
を家族の一員と思ったのも無理はない．彼の英語は
見る見るうちに上達し，成績は優秀，そしてクラスの
人気者となった．2年後に助手桑田知明がライマン家
に10ヶ月余り滞在した時，Tokuを先生として英語を
磨き上げている．教養高いブルアー姉妹によって，エ
レガントで信仰深い生活を体験し，彼は紳士として育
っていった．

1887年7月ライマンは第二次ペンシルベニア地質調
査参加のため，フィラデルフィアに移った．Tokuはノ
ースハンプトンで，ブルアー姉妹の監督の下，ハイス
クール時代をのびのびと過ごした．そして彼女らの希
望通り，ユニテリアン協会の青年グループの指導者に
選ばれたのであった．ファニーのピアノ伴奏で歌う彼
の賛美歌は澄んで美しかった．誠意ある彼の助言に
友達は耳を傾け，彼の差し伸べる救いの手に町の
人々は感謝した．夏は水泳，野球，冬はユニタリアン
協会を中心とした催しが多く，クリスマスシーズンは，
彼が最も活動した楽しい季節であった．

ライマンは，Tokuがハイスクールを卒業後，膝下に
呼び，当時アイビーリーグの中でも輝くペンシルベニ
ア大学で勉強させることに決めていた．彼がノースハ
ンプトンハイスクールの校長にペンシルベニア大学へ
Tokuの成績表を送付してくれと書いた依頼状で，
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Tokuに野心が欠けていること，良く云っても怠け者
で，活力の不足していることを指摘し，その理由が体
を鍛えないからだと述べている．彼が青雲を抱いて
アメリカに来た日本人留学生とも彼のノースハンプン
の友達たちとも全く違う境遇にあることを，最もよく理
解していたのは，ブルアー姉妹であり，ノースハンプト
ンの人々であったと思う．

ハイスクールを卒業した夏，ライマンに連れられて
Tokuは初めてフィラデルフィアにやってきた．梶原長
八郎や，或時は，ライマンも加わり，大都市の中心部
の博物館，公園等を訪れた．歴史を語る古都，碁盤
の目状のビジネス街，華やかな商店街はTokuにとっ
ては，広い冷ややかな大都会に過ぎず，ノースハンプ
トン行きの汽車に乗るたびに，快い開放感を味わい，
帰郷の喜びで心が躍った．

ペンシルベニア大学に入学した最初のクリスマスシ
ーズンに，彼が優等生になったというニュースがノー
スハンプトンに届くと，たちまち町中に広がった．殊
に，Tokuの終生の良き相談相手であったメインストリ
ートの本屋のミセス バニスターが，我が事のように喜
んだ．Tokuが大学一年を良い成績で終え，往復5マ
イルを歩いて通学し，心身共にたくましくなっていく
彼の成長ぶりを，ライマンは，日本滞在中から親しか
ったドクター マッカーテーに語っている．父が息子を
自慢するような書きぶりである．

時々，ローカスト708番地のライマンの家で日本人
クラブのパーティが開かれた．フィラデルフィアに来て
間もなくTokuは岩崎久弥，串田万蔵，津田梅子，松
尾トキワ等の日本人に会っている．初めての日本人の
集まりで感じたのはむしろ孤独感であったろう．当
時，彼はブルアー姉妹やノースハンプトンの友達に思
いを馳せ，暇をみては手紙を書いている．彼の唯一
の楽しみは，ノースハンプトンの人たちとの文通であ
ったのではないかと思えてならない．

1892年の秋，以前日本クラブの一員であった津田
モトチカがTokuの母に頼まれたと，ライマンにToku
のアメリカ在学証明書を送って欲しいと云う内容の手
紙が届いた．Tokuは，明治5年6月生まれで満20歳，
日本男子として兵役の義務がある．留学生の場合は
免除され，ニューヨーク在の日本領事館で証明書を出
してもらうだけの簡単な手続でよかった．しかしToku
は，人生の転換を迫られた．大事件に直面し，想像
さえしなかった厳しい現実を如何に対処してよいか，

身近に相談する相手さえいなかった．
その年Tokuとノースハンプトンハイスクールで一緒

だった助手桑田知明の甥桑田権平がマサチューセッ
ツ州ウスター工業専門学校を卒業し帰国の途につい
た．自然，ライマンはTokuの将来を考え始め，彼の
文筆の才，雄弁会でトロフィを得た実力，政治学と歴
史統計学への熱心な興味，その他の特質を基にし，
Tokuを外交官にしたいと考えた．それには法律を学
び，日本語をマスターし，日本の知識を身に付けねば
ならないと思い，先ず卒業後法科に入学することを勧
めた．Tokuと再度この件については話し合っている
ので，ライマンの独断でなされたのではない．

卒業後，Tokuは法科に通うかたわら国際法専門家
のパーソンズ教授のオフィスで働いた．やがて日清戦
争（1894－1895）が起こり，約一ヶ月後にTokuが書い
たThe Corean War（19世紀はKoreanをCoreanと書
いていた）が新聞“Times”に掲載された．

翌年の4月28日，Tokuは，ローカストの家を飛び出
た．ライマンのショックは大きく，「昨夜突然，着の身着
のまま出ていったので，あなたの健康を大変心配して
います．適当な住まいがあり，日常の生活に事欠か
ず，そこで住みたいなら，それはあなたの自由ですが，
そうでなければ，戻ってきた方が良いのではないでし
ょうか．」と翌日Tokuへ手紙を書いているが，さぞ書
きづらかったのであろう，多くの文が消されていて，

“帰宅を歓迎します．”の最後の文も横線が引かれて
いる．

Tokuの家出の発火点は何であったのだろうか．ラ
イマンのメードマギーが週5ドルもらい，彼が1日25セ
ントである不満，また菜食中心の食事にへきえきした
結果といったような些細な事ではなく，積もり積もっ
たわだかまりによって，Tokuは感情が爆発する寸前
にいたのではないかと思う．ライマンは，当時59歳，
心の根底にTokuは別当の息子で使用人であるとの
意識があり，TokuはTokuで自分はノースハンプトン
の町で慕われている一個人Toku Nakajimaだという
自負があった．お互いに理解し合うことができなかっ
たことこそ，悲劇の原因になったと云えよう．

日清戦争の当初より，ライマンは，日本の朝鮮出兵
を良しとせず，戦争反対を唱えた．多少相手によっ
て差はあったが，日本人にもアメリカ人にも戦争観は
一貫し，日本は軍国主義，侵略主義を選ばず，小国
として，今で云う経済大国となって国の繁栄に力を注
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ぐべしと主張した．彼の激しい反対で，在住の日本人
とは疎遠になり，1894年の忘年会は行われず，年末
は708ローカスト ストリートの家は，火が消えたように
ひっそりとしていた．

翌1896年の4月17日，日清講和条約が調印される
と，月末に，活動家の松本君平がライマンの家にひょ
っこり現れ，講和祝賀会をやりたいが，参加者が多い
ので，ライマンの家で開きたいと申し出た．不正且つ
非道な戦争と日清戦争を非難していた自分の反戦行
動を気にしていたライマンは，諸手を挙げて彼らの頼
み聞き入れた．ハーバード時代からの親友サンボー
ンへ書いた講和祝賀会の描写はなかなか面白い．大
略を書いてみよう．

早速日本クラブのメンバーによって招待状が送付さ
れ，24人の日本人が招待を受諾した．フィラデルフィ
アで初めての最大の日本人による集まりであった．サ
ンボーンにTokuも出席したと述べている．余程嬉し
かったのであろう．

プリンストンから4人，ベツレハムから海軍士官1
人，ワシントン公使館付き海軍武官1人，事務員を伴
った若い紳士．彼は貿易商の身分で6週間か8週間
ほど隣に住んでいたが，今日帰国した．どうも使命を
帯びてやってきた日本政府の技師であったようだと書
いている．そしてご婦人．間もなく帰国する予定の5，
6人の日本クラブのメンバーの送別会を兼ねていた．
日本語や英語で次から次と語る演説は，戦争と平和
に関したもので，パーティは次第に盛り上がっていっ
た．演説が終わると，三味線を弾いての歌や踊り，パ
ントマイムその他ゲーム等の華やかな舞台に変じた．
最後に皆で君が代を斉唱し，大祝賀会は午前1時頃
幕を閉じた．

勿論ライマンも演説した．彼は皆の演説が過激で
熱烈な愛国的な内容であるだろうと前提し，公平か
つ冷静な演説草案を書き上げた．しかし彼の平和の
信念はまげていない．「仕事ノ都合有之ニ付従是内
ニ御立入御無用之事　五月十一日」の張り紙（第12
図）をドアに貼り，何回となく草案を書き変えるライマ
ンは，心より日本を愛し，東洋を愛していたと思う．

勝利の祝辞は，御目出度の祝言に続いて「勝って
兜の緒を締めよ」の名言を引用し，平和と将来の警
告を基にした内容である．終戦は新しい戦いの始ま
りであり，敵の勇気，能力を見くびらず，己の勇気を
過大評価するなと勝者の奢りを警告した．漢人をあ

などってはならない．かれらは，勇気や能力があった
にかかわらず，近代兵器が無かったため敗れたのだ
と述べ，ライマンは，眠れる中国が将来目覚めること
を19世紀末にすでに信じていた．日中が二度と再び
戦わず，敵視せず，お互いに助け合い，外国の不正
を防ぐよう願い，最後に，Shikai ika四海一家のため
と祝杯をあげた．

日本が清国に大勝し，富国強兵の政策の下，軍事
化が本格的になると，列強の日本への関心が高まっ
たのは当然であろう．フィラデルフィアの文化団体も
例外でなく，進歩的で知識人たちの集まるコンテンポ
ラリークラブで「日本政治の展望」の議題で討論会が
行われた．約300人の聴衆の中には，女性が多く，ま
た他州からの日本人も出席した．ライマンは，ニュー
ヘブンからやって来たMr. Yokoiと熱烈な議論を交
わした．日朝清の歴史事実を述べ，日清戦争の起因，
勝敗の原因等を語り，東洋に全く無知な聴衆に正し
い知識を与えることが彼の目的であったが，ライマン
が反対側の立場で討論したのだと聴衆に印象を与え
たらしく，討論会は事なく終わった．

ライマンが可愛がったコック秋葉幸太郎へ日本語
で書いた手紙に見られる日清戦争観は短くわかりや

第12図　この張り紙は草案執筆のためドアに貼られた
（フィラデルフィア自然科学院図書館蔵）．
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すい．

朝鮮ノハウノセンサウハ ワタクシガヨホド コマリ
マシタ ワタクシハ 日本人ヲスキ ヤハリシナ人ヲ
スキ マタ朝鮮人ヲスキマス シカシテ イクサヲス
コシモスキマセヌ オホカタ オロシヤバカリ アル
イハ 英国　ヤウヤクコノイクサカラエキヲウケトリマ
スト ハジメカラカンガヘテヲリマシタ

手紙の日付けは，明治29年（1896）1月16日である．
この頃，三国干渉の痛手をこうむり，日本国内に不満
が広がっていた．「イクサヲスコシモスキマセヌ」はラ
イマンの確固たる信条で，2年後に米西戦争が起こっ
た時も，一人のアメリカ人として時々興奮して戦争を
支持しているが，戦争の愚を非難し，四海平和の願
いは不動であった．

ライマンの1月26日付の桑田権平への手紙で
「Tokuが10日前に，1430 サウス ペンシルベニアス
クエアの弁護士の家に，住み込みとして移転した．」と
知らせている．Tokuが何時ローカスト ストリートへ戻
ったのか，資料がないのでわからないが，今度こそラ

イマンの家を出て行き，これが二人の永久の別れと
なった．しかし，これも確実な資料がないので，断言
はできず，目下探索が続いている．

それから1年足らずして，1897年の4月，ライマンが
何時ものようにノースハンプトンから送られてきた地
方新聞を読んでいると，Tokuの名が目に入った．彼
がブルアー姉妹の家に住んでいるではないか．ライマ
ンにとって，正に青天の霹靂，目を疑うばかりであっ
た．ショックから覚めると，早速Tokuにブルアーの家
を出るように命じ，帰国した日本人を中心に，あちこ
ちへTokuの就職を斡旋して欲しいと，激しい運動を
開始した．

（佐治健治郎氏に梶原長八郎に関する資料提供およ
び執筆していただき，厚くお礼を申し上げます．）
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